












フェスティバル
◾実施内容
※右記参照

□情報発信に関す
る実施内容

①学生実行委員による声かけ
②地方創生学生団体へ声かけ
③大学掲示板での掲示
④学生によるSNS発信
⑤大学生就職マッチングカフェで
の呼びかけ

□市町村との連携

（前提）選手の雇用先を浪江町
内などで事前に情報収集してい
た経緯があり、企業との連携体
制は当社の強み

【浪江町】
・産業振興課：企業紹介
・農林課：農業法人紹介
今後更に情報共有など連携強化
を図る



「 IF_me」イベント趣旨説明



企業リングピッチ「なぜ _フクシマでチャレンジするのか」



企業ブース /質疑・マッチング



パネルディスカッション /質疑



「 IF_me 」END PHOTO 【現地参加者】68名
【オンライン】35名
　※参加大学等 (一部抜粋)

【関東圏】 東京大学 昭和女子大学

早稲田大学 日本大学 法政大学

慶應義塾大学 筑波大学 東京理科大学

山梨大学 イグニション 東京都市大学

【関西圏他】 静岡大学 東北大学

立命館大学 神戸大学 立命館アジア

京都大学 京都経済短期 京都橘大学

【参加企業数】12社※参加企業 (一部抜粋)

(株)ちーの 會澤高圧コンクリート (株)

大和ライフネクスト (株) (株)宮田運輸

(株)バイオマスレジン福島 環境再生プラザ



掲載情報



効果検証　（39名回答）



効果検証　（39名回答）

パネルディスカッションが好評

【要因分析】

良い点 改善点

実施の目的と評価がが一致し
ていた。

スケジュールがタイトになり過
ぎ参加者に負荷であった

「過去から未来のアプローチ ×
革新性」は特に評価が高かっ
た

ツアー内容の告知をフェスティ
バルで告知ができず、ツアー
の失敗に原因となった

参加者には事前にオンライン
を開催し、趣旨説明や参加者
の課題などをヒアリングしてい
たことが評価につながった

ツアー参加者の前日のや出発
時の体調管理に配慮が足ら
ず、現地到着できなくなってし
まった







参考資料：ツアー (非
公式)
2026/02/7-8
参加人数1名



ツアー
（非公式）

2026/02/7-8
参加人数10名

　参考資料　



一次産業連携企業  
13社
・ARK（株）
・恒栄電設（株）
・（株）ちーの
・(有) ランドビルド
・浪江未来ファーム(株)
・やごろうファーム
・(株)浪江の大地
・（株）Re Fruits
・福島舞台ファーム(株)
・Jyubako cafe(Snow peak)
・(株)バイオマスレジン福島
・(株)wood info
・Ichido(株)
　他


